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パルティ

講座・イベント　れぽ～と
相談ルームから
情報ライブラリーから（本の紹介）
ち・い・き　Pick up! 
令和３年度前期講座案内　
インフォメーション  
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特 集

Participacion（スペイン語）から引用された、
とちぎ男女共同参画センターの愛称です。

パルティとは？
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特集　新型コロナウイルスと女性
　新型コロナウイルス感染症の拡大により、女性の非正規労働者の失業や、休校や在宅時間の
増加による家事・育児の負担、DVの増加等、様々な問題が浮き彫りになってきました。
　県内で行われた調査（女性対象）の結果から一部を紹介します。	
　女性や子どもたちに対して様々な支援が求められています。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
特
に
女
性
へ

の
影
響
が
深
刻
で
『
女
性
不
況
』
の
様
相
が
確
認
さ
れ
る
。」

　
宇
都
宮
大
学
の
川
面
充
子
氏
が
、
本
県
在
住
女
性
を
対
象
に
、
コ
ロ
ナ
禍
が
女
性
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。
調
査
結
果
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。（
詳
細
は
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
）

〇

2
0
2
0
年
4
月
、
女
性
の
就
業
者
数
は
3
月
よ
り

約
70
万
人
の
減
少
（
男
性
は
37
万
人
の
減
）。

〇
2
0
2
0
年
5
･
6
月
の
全
国
の
D
V
相
談
件
数

は
、
前
年
同
月
の
約
1.6
倍
。

〇

2
0
2
0
年
10
月
の
女
性
自
殺
者
数
は
8
5
1
人

（
速
報
値
）
。
前
年
同
月
比
で
約
8
割
増
。

〇

医
療
・
介
護
・
保
育
従
事
者
に
は
女
性
が
多
く
、
処

遇
面
や
働
く
環
境
面
が
厳
し
い
状
況
。

〇

緊
急
事
態
宣
言
下
の
休
校
・
休
園
は
生
活
面
、
就
労

面
に
お
い
て
特
に
女
性
に
大
き
な
負
の
影
響
。

提
言
内
容

〇
D
V
、
性
暴
力
、
自
殺
等
の
相
談
体
制
の
強
化

〇

休
校
・
休
園
の
判
断
に
お
い
て
、
女
性
・
子
供
へ
の

影
響
に
配
慮

〇
い
わ
ゆ
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
処
遇
改
善

〇
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
強
化

〇
テ
レ
ワ
ー
ク
の
課
題
を
踏
ま
え
、
普
及
、
充
実

〇

デ
ジ
タ
ル
、
福
祉
分
野
等
へ
の
シ
フ
ト
に
向
け
た
人

材
育
成
・
就
労
支
援

１
．
コ
ロ
ナ
下
の
女
性
へ
の
影
響

～
内
閣
府
緊
急
提
言
（
2
0
2
0
年
11
月
19
日
）
か
ら
抜
粋

２
．「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
が
女
性
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
」

調
査
結
果
か
ら

〇実施者：宇都宮大学ダイバーシティ研究環境推進本部　特任助教　川面充子氏
〇調査期間：令和2（2020）年10月10日～26日　〇対象者：栃木県内在住の女性　　〇回答数：493
〇協力機関：栃木県、（公財）とちぎ男女共同参画財団、栃木労働局

Qコロナ禍前と現在とを比較し、新型コロナウィスルの影響により働き方に変
化はありましたか。【複数回答】

Qコロナ禍前と現在とを比較し、収入に影響はありましたか。

〇収入が減った　24.3%　　〇収入がなくなった　0.5%　　
〇収入が増えた　3.7%　　〇変わらない　64.8%

就業日数が増えた （％）1.6
14.3
6.2
7.5
12.9
11.1
1.9
0.8
1.3
1.6
0.5

48.8
8.1

就業日数が減った

1日の就業時間が増えた

1日の就業時間が減った

在宅勤務（テレワーク）が増えた（出勤との併用を含む）
緊急事態措置期間（4月18日～5月6日）は

在宅宅勤務（テレワーク）だったが、現在は通常勤務
時差出勤になった（増えた）

仕事を休んでいる（自己都合）

仕事を休んでいる（会社都合）

仕事を辞めた（自己都合）

仕事を辞めた（解雇、雇い止め、倒産等）

特に変化はない

その他

「その他」の回答
仕事について、客数の減少・
残業の減少(またはゼロ)など
仕事量が減少したと回答した
割合が最も多かった。
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相
談
窓
口
や
講
座
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

〇

パ
ル
テ
ィ
の
「
相
談
ル
ー
ム
」
（
５
ペ
ー
ジ
参
照
）
や

内
閣
府
の
「
Ｄ
Ｖ
相
談
＋
（
プ
ラ
ス
）
」
（
８
ペ
ー
ジ

参
照
。
メ
ー
ル
や
チ
ャ
ッ
ト
で
も
相
談
可
）
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

〇

感
染
防
止
対
策
を
実
施
し
な
が
ら
、
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

講
座
」
等
を
開
催
し
ま
す
（
７
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

　
フ
ェ
ス
タ
in
パ
ル
テ
ィ
2
0
2
0
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
、
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た

　

今
年
度
の
フ
ェ
ス
タ
は
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

11
月
19
日
～
約
１
か
月
の
間
、
団
体
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
録
画
動
画
配
信
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
パ
ネ
ル

展
示
等
を
発
信
。

　

コ
ロ
ナ
禍
調
査
の
中
間
報
告
会
や
、
子
育
て
マ
マ
の
座

談
会
、
助
産
師
相
談
会
等
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
、

「
コ
ロ
ナ
で
産
後
女
性
の
う
つ
傾
向
が
高
ま
っ
て
い
る
。

助
産
師
に
よ
る
訪
問
支
援
等
で
少
し
で
も
ラ
ク
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
」
等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

Q緊急事態措置期間 (4 月 18日～ 5月 6日 )、コロナ禍前に比べ、あなたの生活や行動、心身に変化が
ありましたか。【複数回答】

家事・育児・介護の負担が増えた （％）24.9
家事・育児・介護の負担が減った 1.2 

仕事や勉強に集中できなくなった（不安があった） 14.2
仕事や勉強に集中できた 5.3

子ども・被介護者を叱ることが増えた 6.7
子ども・被介護者を叱ることが減った 0.6

配偶者（パートナー）との関係が悪くなった 7.5
配偶者（パートナー）との関係が良くなった 6.9

人との交流機会が減った 77.1
外出できないことに対するストレスが増えた 54.6

生活に対する不安が増えた 35.5
感染への不安が増えた 66.1

特に変化はない 4.9
その他 8.5

「その他」の回答
漠然とした不安感や閉塞感を感じたり、気分転換でき
ないことでストレスを感じたり、県外在住の子どもが
帰省できないことを心配するなど、心身不調の回答が
最も多かった。次いで、休校等で在宅時間が増えた子
どもの心配など、子どもに関する回答が多かった。
その一方、在宅勤務となったことで時間を有効活用
できたことや、子どもとの時間が作れたなど
ポジティブな意見もみられた。

Qコロナ禍の中、女性に対する支援としてどのような施策が必要と思われますか。【複数回答】

Q自由意見から抜粋（一部文言を省略・編集しています）

（回答数が多かったもの）
〇仕事や生活、家庭等に不安がある際の適切な相談先に関する情報提供　57.0%
〇メールや SNS等を活用した相談　38.1%
〇同じ悩みを持つ人同士がオンライン上で交流できる場の提供　32.3％
〇テレワークできる場の提供　32.0％　〇同じ悩みを持つ人同士が対面で交流できる場の提供　27.0％

〇妊娠中。労働組合から「妊婦へテレワーク積極的容認」と紙が配られたが周囲から何も助言がなく、上司に相
談できず困っている。　〇パソコンを持ち出せず、在宅ワークをさせてもらえなかった。　〇突然の休校は、子
育て当事者でない政治家の判断。ママたちは、子育てと在宅勤務で大きな負担。　〇ひとり親なので、緊急的な
子供の預け先がない。　〇配偶者の雇用状況でピリピリ。家から出て生の声で安心して言える場所が必要。　
〇夫が在宅勤務のため、昼食を作ったり、休める時間が無くなり、ストレス増加。　〇福祉施設なのでテレワー
ク出来る環境でない。休校で休む子育て中の職員が多く、子育てしていない職員の負担が増。　〇シングルマザー。
子の難病が見付かり治療費が高額で苦しい。父のアルツハイマー、母の病気も困っている。
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男女共同参画地域推進員スキルアップ講座(第2回)

イクメン応援講座第3回「パパと子どもの料理教室」

男女共同参画セミナー　県民講座

生涯を通じた女性の健康を考える講座

とちぎ女性活躍応援フォーラム2020

講座・イベントれぽ～と パルティ主催講座の報告

８月

９月

１月

２月

11月

▲画面越しに話しかける講師

▲焼き上がったピザを親子でカット

▲オンライン講演をされた宮本延春氏

▲表情筋の動かし方を伝える講師

▲表彰式

▲基調講演

　8月26日（水）に、「はじめてのファシリテーション」と題して、（一社）
とちぎ市民協働研究会専務理事の土崎雄祐氏による、Web会議システム
『Zoom』を使用しての講義を開催しました。
　ブレイクアウトセッション※という機能を使って、ファシリテーションの基
本をグループワークで学びながら、ファシリテーションのコツやウィズコロ
ナ時代の新しい会議の形を分かりやすく御講義いただきました。
※ブレイクアウトセッション：グループ分けの機能

　9月26日（土）に、パパ料理研究家の滝村雅晴氏を講師に迎え、料理の基本
や家族で一緒に食卓を囲む“トモショク”について学びました。
　パパと子どもが一緒になって、生地から作るピザやバナナアイスクリーム
に挑戦。
　親子で楽しく学んだ後は、できた料理を美味しくいただきました。

　1月23日（土）に、「オール1の落ちこぼれ、教師から主夫になる～性別では
決まらない役割分担～」と題して、元高校教諭・主夫宮本延春氏の講座をオ
ンラインで開催しました。
　宮本氏は、「大切なのはお互いに感謝できること」と締めくくられました。
　受講者からは、「妻を手伝うのではない、自分も家族の一員だからやると
いう言葉に感銘しました。」などの感想が寄せられました。

　２月６日(土)に、「ストレスに負けない！表情筋トレーニングで最高の笑
顔を手に入れよう！」と題して、表情筋研究家・アルゼンチンタンゴダン
サー兼講師の間々田佳子氏の講座をオンラインで開催しました。
　受講者からは「笑顔をつくることで気持ちが明るくなりました。」「久々に
顔の表情を動かして、顔も心もほぐれました。」等の感想が寄せれました。

　11月12日（木）、女性の活躍や働き方改革の推進を目的として、「とちぎ女

性活躍応援フォーラム2020」が栃木県庁にて開催されました。

　フォーラムでは、「男女生き活き企業」表彰式が行われ、受賞者の栃木ト

ヨタ自動車（株）から、女性の職域拡大や出産育児をサポートするための取

組等について発表が行われました。

　また、基調講演では、日本アイ・ビー・エム株式会社技術理事の行木陽子

氏から、「多様性の時代に求められる女性活躍とイノベーション」と題し、

AIをはじめとする技術分野との関わり方や社内での女性活躍推進に向けた取

組などをお話いただきました。

撮影：井上 孝明
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相
談
ル
ー
ム
か
ら

広
い
海
に
向
か
っ
て

　

人
生
と
は
船
旅
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
果

て
の
な
い
大
海
原
を
、
楽
し
い
と
き
も
、
時

に
は
苦
し
い
と
き
も
、
前
進
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

今
、
あ
な
た
の
目
の
前
に
広
が
っ
て
い
る

の
は
、
ど
の
よ
う
な
海
で
し
ょ
う
か
。
海
と

は
日
々
表
情
を
変
え
る
も
の
で
す
。
穏
や
か

で
美
し
い
海
が
広
が
っ
た
と
思
え
ば
、
家
族

関
係
、
友
達
付
き
合
い
、
職
場
の
悩
み
が
嵐

と
な
っ
て
、
今
あ
な
た
の
行
く
手
を
阻
ん
で

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
と
き
、
や
み
く
も
に
高
波
に
あ
ら

が
っ
て
は
疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
嵐
か
ら
抜

け
出
す
た
め
に
は
、
落
ち
着
い
て
状
況
を
把

握
し
、
助
け
を
呼
ん
だ
り
、
進
路
を
変
え
た

り
、
時
に
は
一
休
み
し
て
力
を
蓄
え
た
り
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

目
的
地
を
決
め
、
船
の
舵
を
切
る
の
は
あ

な
た
で
す
。
私
た
ち
相
談
員
は
、
船
が
風
に

乗
っ
て
前
進
で
き
る
よ
う
に
帆
を
張
る
手
伝

い
を
し
た
り
、
あ
な
た
が
休
憩
す
る
島
を
、

一
緒
に
地
図
を
見
な
が
ら
探
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の

人
生
と
い
う
旅
路
が
、
少
し
で
も
心
地
よ

く
、
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
、
私
た
ち

が
お
力
に
な
り
ま
す
。

　

あ
な
た
は
一
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し

も
苦
し
い
、
辛
い
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
電
話

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ　
※
い
ず
れ
も
祝
休
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す
。

◆
女
性
の
た
め
の
一
般
相
談

　
　
電
話　
月
曜
日
～
日
曜
日　
９
時
～
16
時

　
　
面
接　
火
曜
日
～
日
曜
日　
９
時
～
16
時（
予
約
制
）

◆
配
偶
者
暴
力
相
談

　
　
電
話　
月
曜
日
～
金
曜
日　
９
時
～
20
時

　
　
　
　
　
土
曜
日
・
日
曜
日　
９
時
～
16
時

　
　
面
接　
火
曜
日
～
日
曜
日　
９
時
～
16
時（
予
約
制
）

◆
法
律
相
談(

面
接)

　
　

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分(

予
約
制)

◆
Ｄ
Ｖ
法
律
相
談(

面
接)

　
　
日
時
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い(

予
約
制)

◆
女
性
の
た
め
の
健
康
相
談（
面
接
）

　
　
毎
月　
第
１
木
曜
日

　
　
　
　
　
16
時
30
分
～
18
時
30
分（
予
約
制
）

　
　
☎
０
２
８–

６
６
５–

８
７
２
０

◆
男
性
の
た
め
の
電
話
相
談

　
　
毎
週　
月
曜
日
・
水
曜
日

　
　
　
　
　
17
時
30
分
～
19
時
30
分

　
　
☎
０
２
８–

６
６
５–

８
７
２
４

　

昨
年
以
降
、
外
出
に
は
マ
ス
ク
が
手
放
せ

ず
、
相
手
の
表
情
は
マ
ス
ク
の
上
か
ら
読
み

と
る
と
い
う
生
活
。
不
妊
治
療
を
さ
れ
て
い

る
方
の
中
に
は
、
通
院
に
よ
る
感
染
リ
ス
ク

を
心
配
さ
れ
、
予
定
通
り
治
療
を
続
け
る

か
、
延
期
し
た
方
が
良
い
の
か
悩
ま
れ
た
方

も
い
た
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
で
さ
え
、
妊
活
中
は
不
安
に
な
っ
た

り
、
喜
ん
だ
り
、
辛
く
な
っ
た
り
と
、
心
が

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
し
ま
す
。
心
と
体
は
一
つ
で

す
。
時
に
は
、
自
分
の
心
に
目
を
向
け
て
み

ま
し
ょ
う
。
参
考
に
、
心
を
ケ
ア
す
る
方
法

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．
今
を
見
つ
め
る

　

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
思
考
の
時
は
、
過
去
や
未
来

を
憂
う
の
で
は
な
く
、
今
、
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
沸
き
上
が
っ
て
く

る
感
情
に
蓋
を
せ
ず
、
泣
き
た
い
と
き
は
、

思
い
っ
き
り
泣
い
て
も
良
い
の
で
す
。
話
す

こ
と
で
気
持
ち
が
整
理
で
き
る
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。

２
．
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

　

自
分
の
心
に
意
識
を
集
中
さ
せ
、
ス
ト
レ

ス
や
不
安
を
解
放
す
る
方
法
で
す
。
背
中
を

伸
ば
し
、
肩
の
力
を
抜
き
、
ゆ
っ
く
り
大
き

な
呼
吸
に
し
て
い
き
ま
す
。
ザ
ワ
ザ
ワ
し
て

い
た
心
が
少
し
ず
つ
落
ち
着
い
て
く
る
で

し
ょ
う
。

３
．
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

　

植
物
か
ら
抽
出
し
た
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ

イ
ル
（
精
油
）
に
よ
っ
て
心
身
の
バ
ラ
ン
ス

を
整
え
る
自
然
療
法
で
す
。
香
り
が
脳
に
伝

わ
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
作
用
を
も
た
ら
す
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
眠
れ
な
い
夜
に
は
、
ラ
ベ

ン
ダ
ー
を
お
風
呂
に
垂
ら
す
の
も
お
勧
め
で

す
。
癒
し
の
香
り
を
見
つ
け
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
の
際
、
オ
イ
ル
は
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う
。

　

不
妊
相
談
専
門
セ
ン
タ
ー
で
は
、
心
身
共

に
健
康
で
妊
活
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
お
手

伝
い
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
で

も
ご
相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

～
自
分
の
こ
こ
ろ
を
見
つ
め
よ
う
～

お
問
合
せ　
※
い
ず
れ
も
祝
休
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す
。

●
助
産
師
に
よ
る
相
談

　

  

火
曜
日
～
土
曜
日
・
第
４
日
曜
日 

　
10
時
～
12
時
30
分
、
13
時
30
分
～
16
時

●  

医
師
に
よ
る
相
談
：
毎
月
１
回
（
要
予
約
）

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

専
用
電
話
：
０
２
８

－

６
６
５

－

８
０
９
９

Ｅ
メ
ー
ル
相
談
：

　
　
　
　

funin.fuiku-soudan@
air.ocn.ne.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

　
　
　
　

https://w
w

w
.parti.jp/funin/



6
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら
、
ち
・
い
・
き　
Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ　
ｕ
ｐ
！

パルティの情報ライブラリーから

本 の 紹 介
パルティには約23,000冊の図書があり、貸出し
ています。ホームページからも検索・予約ができ
ます。ぜひご利用ください。

子どもが片づけしたくなる
104のアイディア

フェミニズム大図鑑

マンガで学ぶ「男女共同参画社会」
イロトリドリ 

おすすめDVD
サフラジェット
命を懸けた女性参政権獲得への闘い　１・２
衛藤 幹子【監訳】BBC【制作元】

（丸善出版株式会社）

小堀 愛生【著】

ハンナ・マッケンほか【著】最所 篤子・福井 久美子【訳】

足利市【編集・発行】
(文化出版局)

（三省堂）

栃木県立足利女子高等学校コミックイラスト部【協力】

　親・子の片づけマスターインストラク
ターの資格を持つ著者が、子どもが家庭
での様々な活動を通じて力を育み、安心
感を得ることができるような住宅収納の
アドバイスを紹介します。

　1700 年代から現在までの代表的な
フェミニズム思想と、女性の社会的
地位を高めるために先頭に立ってきた
人々を紹介しています。
　長い年月の間にフェミニズムがどの
ように発展したのか、フェミニズムと
は何かを知りたい方の入門書です。

　足利市が県立足利女子高校コミックイラ
スト部と協働で制作した児童用の啓発冊子
です。魅力的な漫画キャラクターが男女共
同参画社会について問いかけます。
　ダウンロードは、足利市ホームページ
から。
https://www.city.ashikaga.tochigi.jp/
page/danjyo-ehon.html

　1918 年のイギリスで、サフラジェッ
トと呼ばれる女性運動家たちが女性の参
政権を獲得するために闘い続け、ようや
く手にしました。
　彼女たちを駆り立てたものは？この行
動の成果は？当時の映像・写真から歴史
家のルーシー・ワースリーが繙（ひもと）
きます。

10月男女生き活き地域活動表彰・活動報告
　
地
域
に
お
い
て
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
貢
献
す
る
優
れ
た

取
組
を
表
彰
す
る
「
男
女
生
き
活
き
地
域
活
動
表
彰
」
の
表
彰
式

が
、
9
月
3
日
に
行
わ
れ
、
次
の
４
事
例
が
優
秀
賞
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
17
日
に
は
、「
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
」
に
お
い
て
、
有
限
会
社
フ
ェ
ー
ド
イ
ン
代
表
取
締

役
の
工
藤
敬
子
氏
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、
各
受
賞
団
体
か

ら
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
や
取
組
、
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
報
告
後
は
、「
楽
し
く
学
ぶ

S
D
G
s
」
と
題
し
て
工
藤
氏
か
ら
御
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
S
D
G
s
の
理
解
が
深
ま
り
、
ひ
と
り
の
人

間
と
し
て
責
務
を
感
じ
ま
し
た
。」と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

▲受賞者

▲楽しく学ぶSDGs

【
男
女
生
き
活
き
地
域
活
動
表
彰　
優
秀
賞
受
賞
事
例
】

・
佐
野
市
女
性
活
躍
の
調
査
研
究　
（
佐
野
女
性
史
研
究
会
）

・
街
と
子
育
て
世
代
を
繋
ぐ
情
報
誌
「
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
日
和
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
本　
真
由
美
）

・
寸
劇
、
ク
イ
ズ
、
紙
芝
居
に
よ
る
啓
発
活
動

　
（
矢
板
市
男
女
共
同
参
画
啓
発
活
動
団
体
“
グ
ル
ー
プ
あ
い
”
）

・
朗
読
劇
に
よ
る
啓
発
活
動　
　
　
（
朗
読
「
ひ
び
き
」
）　
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講
座
案
内

前期講座のご案内
※4月2日（金）より受付スタート。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、講座が中止・延期・内容変更・オンライン開催になることがございます。

令和３年度
（2021）

ヶ

（満6ヶ月～未就学児）

栃木県とちぎ男女共同参画センター　
TEL：028-665-8323　FAX：028-665-8325

NO. 講　座　名 講　師 日　時 対　象 定　員 参加費 申込締切 その他

1 男女共同参画セミナー
県民講座

元南極地域観測隊員
渡貫　淳子

5/15(土)
13:30～15:30 どなたでも 80名 無料 先着順 オンライン

2 とちぎ県民のつどい 上智大学法学部教授
三浦　まり

6/26(土)
13：15～15：00 どなたでも 80名 無料 先着順 手話通訳が

つきます

3 とちぎウーマン
応援塾 詳細はHP

①7/10(土)②8/21(土)
③9/10(金)④9/11(土)
⑤10/9(土)⑥10/30(土)

⑦11/13(土)

地域・社会活動に
意欲のある女性 20名程度 無料 6/18(金）

4 男女共同参画
スキルアップ講座

①NPO法人男女共同
参画おおた　理事長
坂田　静香

①7/15(木)
13:00～15：30

②③後期

地域で男女共同
参画を推進するこ
とに意欲のある方

30名 無料 ①7/7(水)
②③後期

5 キャリア・
マネジメント講座 詳細はＨＰ

①6/25(金)②7/9(金)
③8/20(金)④9/中旬

⑤10/8(金)⑥11/4(木)
企業等で活躍が
期待される女性 24名 5,000円 6/4(金)

6 男女共同参画セミナー
公開講座2021

㈱サンリオエンターテイ
メント　代表取締役社長
小巻　亜矢

9/10(金)
13：30～15：30 どなたでも 80名 無料 先着順 オンライン

7
助産師による相談会
お申込みは不妊相談センターまで
028-665-8099

不妊専門相談センター
相談員

①6/19(土)②9/26(日）
③12/18(土)④2/27(日）

13:30～15:30

不妊に関連した
悩みをもつ方
及びご家族

各回
10名程度 無料 各回前日

詳細は
講座案内

又はHPにて

（公財)とちぎ男女共同参画財団
TEL：028-665-7706　FAX：028-665-7722

NO. 講　座　名 講　師 日　時 対　象 定　員 参加費 申込締切 その他

8 女性のための
こころのケア講座

認定ＮＰＯ法人ウイメンズハウス
とちぎ　カウンセラー
藤平　裕子

６/１０（木）～
１/１３（木）

１０：００～１２：００
女性 各回

15名
各回

500円
各回
前日

9
パルティ
防災フォーラム
～みんなにやさしい避難所づくり～

くまもと県民交流館（熊本
県男女共同参画センター）
パレア館長　藤井　宥貴子

８/５(木)
１０：００～１５：００

防災に関心の
ある方 ４０名 無料 ７/６(火)

10 イクメン応援講座

①認定NPO法人マドレボニ—タ
産後セルフケアインストラクター
吉田　紫磨子
②とちぎYMCA
③株式会社ビストロパパ
代表取締役　滝村　雅晴

①７/１７（土）
１０：００～１２：００

②９/４（土）
１０：００～１１：３０

③９/２５（土）
１０：００～１３：００

①子育て中・出産を
予定しているカップ
ル、子育て支援者等
②父子 ※ママの
参加も可
③父子またはパパのみ

①②３０名
③１０組
２０名

無料
①６/２２（火）
②８/４（水）
③８/２５（水）

③のみ別途
教材費

11
マドレボニータの

「産後の心と体の
セルフケア」６月コース

認定NPO法人マドレボニータ
産後セルフケアインストラクター
小嶋　千恵

①６/１７(木)　
②６/２４(木)

１０：００～１２：００

産後２ヶ月以降
の女性（産後は
何年までも）

１４名 ２,０００円 ５/２０(木)

12
マドレボニータの

「産後の心と体の
セルフケア」10月コース

認定NPO法人マドレボニータ
産後セルフケアインストラクター
小嶋　千恵

①１０/７(木)　
②１０/１４(木)

１０：００～１２：００

産後２ヶ月以降
の女性（産後は
何年までも）

１４名 ２,０００円 ９/７(火)

13
女性と子どものための護身術
～WEN−DO～
親子のための護身術

リアライズYOKOHAMA
代表　橋本　明子

８/２８(土)  
１０：００～１２：００

小学校１～３年生の
児童と女性の保護者

１０組
２０名

小人５００円
大人１,０００円 ７/２８(水)

14
女性と子どものための護身術
～WEN−DO～
女性のための護身術

リアライズYOKOHAMA
代表　橋本　明子

８/２８(土)
１３：３０～１５：３０

小学校４年生
以上の女性 ２０名

小・中・高
５００円

大人１,０００円
７/２８(水)

15
女性のためのファイナン
シャル・プランニング
技能検定３級　試験準備講座

栃木県ファイナンシャル・
プランナーズ共同組合

５/２８(金)～
８/２７(金)

１０：００～１２：００
女性 ３０名 １４，０００円 ５/７(金) 別途教材費

５，０００円程度

16 エクセル・ワード
基礎編　平日コース（初級） パソコンインストラクター ７/７（水）～７/１６（金）

１０：００～１２：００
マウス操作と文字
入力が可能な方 ２０名 ７,０００円 ６/８（火） 別途教材費

2,000円程度

17 エクセル・ワード
基礎編　土曜コース（初級） パソコンインストラクター

９/１１（土）９/１８（土）
９/２５（土）

１０：００～１５：００
マウス操作と文字
入力が可能な方 ２０名 ７,０００円 ８/３（火） 別途教材費

2,000円程度

18 エクセル
ステップアップ（中級） パソコンインストラクター

１０/９（土）
１０/１６（土）

１０：００～１５：００

基礎編修了者、またはエクセル
の基本（四則演算・SUM関数な

ど）を理解している方
２０名 5,000円 ９/９（木） 別途教材費

1,000円程度

NO.1～NO.6
お申込み・お問い合わせは→　

NO.8～NO.18
お申込み・お問い合わせは→　

電話、FAX、ホームページ、直接のご来館でも受け付けております。
上記は講座内容の抜粋です。詳しい講座内容については、パルティ・公共機関で配布している
「講座案内（A３サイズ）」や各講座チラシでご確認ください（ホームページでもご覧になれます）。
新型コロナウイルス感染症対策についてはホームページをご確認ください。

パルティ 検 索

https://www.parti.jp/  
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ン

開 館 時 間／9：00～21：00（日曜日は17：00まで）
休　館　日／毎週月曜日
 国民の祝日に関する法律に定められた休日
 12月29日～1月3日
施設のご利用／会議・イベント等にご利用ください。（有料）
 ご利用の際は新型コロナウイルスの感染防止対策を徹底してください。
利用お申込み／窓口受付時間9：00～17：00
 ホームページで各研修室等の予約状況をご覧いただけます。
 （閲覧のみ）

情報誌のご意見・ご感想をお寄せください
編集・発行／公益財団法人とちぎ男女共同参画財団
　　　　　　　〒320-0071　宇都宮市野沢町４番地１
 TEL.028-665-7700㈹　FAX.028-665-7722
　　　　　　　※おかけ間違いのないよう、お願いします。
U 　 R 　 L／https://www.parti.jp/
表 紙 作 者／よしこS

さ ん

UN
印　　　　刷／株式会社井上総合印刷

インフォメーション

男女共同参画社会を考える
“とちぎ県民のつどい”講演会
6月26日(土)　13:15～15：00（開場12：30～）
パルティとちぎ男女共同参画センター　ホール

『子育て中のママとつくった 水害から学ぶ 子育て×地域 ～地域と助け合う方法
を考える本～』が作成されました。

ひとりで悩まず、ご相談ください。
　新型コロナウイルス感染症に伴う生活不安・ストレスな
どから、ＤＶの増加・深刻化が懸念されています。
#全国共通相談ダイヤル【内閣府】

　とちぎ市民活動推進センターくららを運営しているNPO法人ハイジは、子育て世帯向け
の水害対策の冊子を作成しました。2019年の台風19号を教訓に、被災を経験された子育
て世帯の体験談を時系列に記録し、地域の皆さんと振り返りながら、災害への備えや復旧
のポイントをわかりやすくまとめています。また、自治会や民生委員から子育て世帯への
アドバイスや、どのような支援があるかなどの情報も掲載しています。特に地域とのかか
わりが少ないとされる未就学児を持つ子育て世帯へ、日頃から地域と繋がり助け合うこと
の重要性を呼び掛けています。

お問い合わせ先：NPO法人ハイジ　
メール　npoheidi＠gmail.com　ホームページ　https://npoheidi.jimdofree.com/
◇冊子は、ハイジのホームページやパルティライブラリーでご覧になれます。

お近くの相談窓口におつなぎします。
テーマ：めざそう！女性の参画で切り拓く未来
講　師：上智大学法学部教授　三浦まり氏

●お申込み・お問合せ
　栃木県女性団体連絡協議会　事務局
　　TEL・FAX　028-665-7710
　　電話対応は火・木10：00～16：00
　とちぎ男女共同参画センター
　　TEL　028-665-8323
　　火曜日～土曜日（国民の祝日を除く）9：00～17：00
　　※詳細はホームページでご確認ください。

●ＤＶ相談ナビ　＃8008「はれれば」
●性犯罪・性暴力被害のためのワンストップ支援センター
　　　　　　　　＃8891「早くワン(ストップ）」
●児童相談所虐待対応ダイヤル　＃189「いちはやく」

ＤＶについては警察でも相談を受け付けています。
●警察相談専用ダイヤル　「＃9110」
　緊急の対応を必要とする場合は、ためらわずに110番通
報をしてください。

ＤＶ相談＋
プラス

【内閣府】
●電話（24時間受付）0120-279-889
●メール（24時間受付）https://form.soudanplus.jp/mail
●チャット（12：00～22：00）https://form.soudanplus.jp/ja


